
【在留資格認定証明書交付申請書 記入例①】

*写真：
貼付の必要はありません。

* No.3 パスポートと同じ
スペルで姓→名の順番で
大文字で記入してくださ
い。

*No.5○○市まで（中国は
○○省○○市
＜県＞）

* No.12 現時点での予定を
書いてください。

* No.13 最初に入国する際
の予定空港を記入くださ
い。

* No.16 査証を申請する
自国内の日本大使館また
は領事館の場所

* No.17 来日したことがあ
る場合、回数と直近の滞
在について正確に記入し
てください。

* No.19, 20  どちらかを○
で囲んでください。
「有」の場合は詳細を記
入してください。

* No.21 どちらかを選び、
在日親族がいる場合は詳
細を、いない場合は「な
し」と記入してください。

査証の交付に支障が出ないよう、正確に記入してください。
文字や「〇」は黒色で作成してください。

*No.8 詳細な住所を記入し
てください。（中国は○
番まで）

*No.18 山形大学以外の大学
に申請したことがある場合
は、その回数も記入してく
ださい。

*写真：
貼付の必要はありません。

* No.3 パスポートと同じ



*No.23修学年数を記入し
てください。

* No.24(1) 「在学中」と学
校の種類を選択してくださ
い。

* No.24(2)(3) 学校名と卒業見込
年月を記入してください。

* No.28 (1) 生活費等の支弁
方法について月々の額を記
入してください。

・本人負担→あなたの預金
からの支出など

・在日経費支弁者負担→
日本国内の支弁者からの
仕送り

・在外経費支弁者負担→
日本国外の支弁者からの
仕送り

・奨学金→
奨学金を受ける場合

* No. 28(2) 経費支弁者の情報を記入ください。支弁者がすでに退職している場合は、支弁者の銀行残高を
記入してください。経費支弁者の詳しい住所（～○○番）まで正確に記入してください。

No.28 (1)で本人負担を選択した場合ご自身の情報を記入してください。銀行の残高もお願いいたします。

• No.26 日本語を勉強
した結果や期間に
ついて記入してく
ださい。

【在留資格認定証明書交付申請書 記入例②】

• NO.27記入不要

• No.25 直近5年の職
歴及び学歴を記入
してください。
（高校卒業以降のも
のに限る）



* No.28(4) 奨学金を受ける
場合、必ず記入してくださ
い。

【在留資格認定証明書交付申請書 記入例③】

• No.30,31
記入不要

* No.28(3) 申請者本人と(2)
で記入した経費支弁者との
関係を選択してください。




